
 

 

 

・1986 年 4 月 11 日生まれ 

・O 型 / 158cm 

・土橋町在住 

【家族】夫とこども２人 

・平城西小/登美ヶ丘中 

 一条高校外国語科卒業 

・人材派遣会社事務 

・サービス業会社 

・病院内保育所 

・結婚後、2013年に土橋町に 

 居を構える 

・2021 年 2 月 橿原市議会 

議員選挙 初当選 

・文教常任委員会 委員長 

今井りか後援会 検索

 

 
橿原市で雪が降るなど、例年に比べ冷え込みが厳しい冬となりました。今年はインフルエンザも既に流行している

とのことですが、十分にご自愛ください。 コロナ禍も４年目を迎えようとしており、大人の間では、ウィズコロナも浸

透しつつあるかと感じています。しかし、子ども達は給食時間であっても黙食を続けるなど、教室でお友達とコミュ

ニケーションをとるにも一苦労といった状態が続いています。子どもたちの１年は大人の 10 年にも匹敵するとも

言われています。 今後、子どもたちが健やかに育まれる環境整備を進めなければなりません。より一層、橿原市が

「子育てしやすいまち」になれるように“妊産婦の支援”や、“子育て支援”、“まちの安全・安心を守ること”を重点的な

課題として取り組んでまいります。皆様からのご意見をお寄せください。 

 

                                     

  

フードバンク奈良さんの実施されるフードパントリー（食品の無料配布を行うイベント）に 

向けた袋詰めボランティアへ参加しました。 

フードバンク奈良さんは、奈良市を中心に活動されているNPO法人さんで、様々な理由 

で市場に流通できない食品を企業や個人さんから寄附していただき、「ひとり親家庭」や 

「生活困窮家庭」、「子ども食堂」等に無償で食べ物等を提供する事業をされています。 

  イオンモール橿原で食品を集める活動もされています。また、橿原市内にも拠点がある 

そうです。フードパントリー事業は奈良市が全面協力されており、需要は増加傾向にあるようです。 

物価高や新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、社会的・経済的影響を受けている 

世帯が増えているのは奈良市だけの課題ではありません。 

橿原市でもこういった活動が広がっていけば良いなと強く感じました。 

 

文教常任委員会では、「いじめ防止基本方針の改定」の報告を受けました。改定にあたり、市議会として

当事者である子どもたちの声を聞いてほしいと要望し、その結果、小学生・中学生へのアンケート調査が

されました。アンケート結果では、いじめの相談方法として LINE や Twitter などの SNS を使って相談

したいことや、Ｚｏｏｍやビデオ通話といったリモートの相談窓口がほしいといった声がありました。 

また、“大人にしてほしいこと”という項目では、「子どもが話している事をわかってほしい。」や、「子ど

もが無理をして「大丈夫」と言っている事をわかってほしい。」といった“子どもの声を聞いてほしい”とい

った切実な生の声が寄せられていました。    

子どもの未来を守るのは、私たち大人の責務です。子どもの代弁者である子どもアドボケイトの育成や                                                                                                                                                                                                                                                              

学校現場へのカウンセラーの配置など子どもたちを取り巻く環境整備を引き続き訴えていきます。 

 

フードバンク奈良

さんに興味を持た

れた方や、食料品支

援の申し込みなど

はホームページを

ご参照ください。 

参加した日の様子 



 

 

 

 

 

 

今井りか後援会では、今井りかの活動を支えてくださる仲間を 

随時募集しております。会費や入会金などは一切いりません。 

まずは、メールや電話にてお気軽にお問い合わせください。 

次のような活動に興味や関心がある方も、ぜひご連絡ください。 

・日常に困りごとがある方 

・橿原市政について、意見や要望がある方。 

・こうすれば、もっと街が良くなるという声を市政に届けたい方 

今井 りか 後援会事務所                         

M a i l  rika.imai0411@gmail.com 

Ｔ Ｅ Ｌ 080-8305-4364 

事務所 奈良県橿原市土橋町30-9 

 

一般質問 

  
  

先の見えない物価高騰や、厳冬期を迎えることによる光熱水費上昇により生活が厳しい状況におかれる

家庭がこれまで以上に増えてくるのではないかと懸念しています。令和４年度県民アンケート調査でも同様

の結果が示され、生活が苦しくなったと感じている方は、お子さんを持つ家庭が多いということでした。 

「子どもたちを取り巻く環境の改善」や「子どもたちへの支援」には、橿原市と県や国との連携が重要と考

えており、市のこれからの取り組みについて質しました。 

（質疑概要） 
今井 こども食堂は、市内に何か所あるか？また、食料支援の取り組みを実施しているか。 

 

市の回答 市内に６ヵ所あり、２ヵ所は現在休止している。食料支援は、現在、実施していない。 

今井 県の計画では、令和７年度までに全ての小学校区にこども食堂を設置することを目標とされているが、
現在の取組状況は？また、担当部署は市のどこの部署になるか？ 

市の回答 現在は取り組めていないのが現状で、担当部署はない。 

今井 他市町村では、デジタル技術を活用した支援やこども食堂の運営費用補助など様々な支援を実施してい
るが、市としてどのように考えているか？ 

市の回答 こども食堂実施事業者等へ、ニーズ調査を実施し検討を行っていく。 

今井 市内のヤングケアラーに該当する方は何名か？また、それらの相談等の担当部署は？ 

 

市の回答 市内には、18名が該当する。ヤングケアラー全般を取り扱う担当課はない。 

今井 現在の支援体制と、国の交付金の活用など今後の取り組み方針は？ 

市の回答 各部署が連携し、取り組んでいる。来年度に設置する「こども政策課」を中心として取り組む。 

今井 市として、これからの子育てや子どもたちを取り巻く環境についてどのように考えているか？ 

市長 こども食堂やヤングケアラーへの支援についても、引き続き研究を進めてまいりたい。また、先進事例を
研究し、第２子、第３子の出産について躊躇（ちゅうちょ）されることがないような取り組みを進めたい。 

今井 第２子、第３子の出産を躊躇することがないような取組を進めるためには、産んでも経済的に苦しく
ない“金銭的課題”、働きながらでも子どもを育てられる“保育環境の課題”、そして、困ったときに頼れ
る“家事・育児支援の課題”、この３つの課題をクリアし「もう１人子どもを産んでもいいかな」、「産みた
いな」となります。ぜひ具体的な施策提示と実効性のある取り組みをして欲しい。 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

あなたの声をお聞かせください。  

一年あっという間でした･･･。私は議員として、またひとりの
母として、ちゃんとできただろうか？自信を持って肯定はなか
なかできません。 
ですが、ひとまずはここまでやれた自分を労い、2023 年も

頑張ってまいります！ 
年末に長男に、2022 年はどんな一年だったか聞くと「いい

ことも悪いこともあって、大変な一年だった。」「でも楽しかっ
た！」と言いました。何が大変だったか聞くと「毎日重たい荷物
を持って、学校に行くこと」と教えてくれました。 
考えてみれば約６キロの重さのものを背負い、雨の日も風の

日も毎日学校に行くって凄いことですよね。コロナ禍で行事な
どが制限され、学校に行く楽しさを見いだすのが難しく感じる
ことも多い今の時代です。私たちが経験したこども時代とは全
く違う時代を生きている今のこどもたち。 
ひとりひとりの気持ちを大切にしながら、子どもたちと共に

今年もしっかり成長していけるような一年にしたいものです。 

 

インスタグラムでも、日々の活動を 

発信しています。 

フォローして頂ければ幸いです。 

これからも、身近な話題を 

発信していきます。 

いまい日記 

一般質問の様子をYouTube 

でご覧いただけます。 

 

※こども食堂・・・子どもが一人でも行ける無料または低額の食堂で、子どもたちや地域の人々に居場所をつくる社会活動のこと。   

※ヤングケアラー・・・本来大人が担うような家族の介護や世話を週３日以上で平日３時間以上している子どものこと。 


